
報告第１２号 

損害賠償等の専決処分の報告について 

 

市長の専決処分事項に関する条例第２号又は第３号の規定により、別紙のと

おり専決処分したので、地方自治法第1 8 0条第２項の規定により、これを報告

する。 

令和２年12月４日提出 

天理市長 並 河  健  



専決第１６号 

専  決  処  分  書 

 

 令和元年10月31日に判明した天理市田町8 1 6番地の市が管理する駐車場にお

ける不法投棄事案に関し、相手方との間で別紙のとおり示談することについて、

市長の専決処分事項に関する条例（昭和47年３月天理市条例第25号）第２号の

規定により、専決処分する。 

  令和２年10月16日 

天理市長 並 河  健  



示談書

天理市長を甲、||||を 乙として、甲と乙は、令和元年 10月 31日 に判明 し

た、甲が管理する龍王山休憩所駐車場 (天理市田町816番地。以下 「本件土地」

とい う。)において乙が為 した不法投棄事案 (以 下 「本件事案」とい う。)につい

て、以下のとお り示談をした。

記

(謝罪 )

第 1条  乙は、甲に対 して、本件土地において本件事案を犯 した事実を認め、

謝罪する。

(示談金)

第 2条  乙は、甲に対 して、本件事案で発生 した不法投棄物の処分費用 として

甲が負担 した実費に相当する金195,800円 の支払義務があることを認める。

2 乙は、前項記載の金195,800円 を、甲の発行する納付書により金融機関を

利用 して支払 う。

3 納付期限は、令和 2年 10月 30日 とする。

(清算条項 )

第 3条  甲乙間には、本示談書に定めるほか何 らの債権債務も存在 しないこと

を確認する。

2 甲及び乙は、本件事案について、今後は裁判上 。裁判外を問わず一切請求

を行わない。



専決第１７号 

専  決  処  分  書 

 

 令和２年７月13日午後１時40分頃天理市三昧田町元東方地内の市道26号線上

で発生した車両損傷事故に関し、被害者との間に下記損害賠償額により示談す

ることについて、市長の専決処分事項に関する条例（昭和47年３月天理市条例

第25号）第２号及び第３号の規定により、専決処分する。 

令和２年10月20日 

天理市長 並 河  健  

 

記 

 

損害賠償額  ９,０００円 



専決第１８号 

専  決  処  分  書 

 

 令和２年７月26日午後３時45分頃天理市二階堂上ノ庄町47番地２先の市道

6 3 6号線上で発生した車両損傷事故に関し、被害者との間に下記損害賠償額に 

より示談することについて、市長の専決処分事項に関する条例（昭和47年３月 

天理市条例第25号）第２号及び第３号の規定により、専決処分する。 

令和２年10月27日 

天理市長 並 河  健  

 

記 

 

損害賠償額  １４２,７１０円 



専決第 19号

令和 2年 7月 5日 に発生 した天理駅前広場駐車場における物損事故に関 し、

相手方 との間で下記条件により示談することについて、市長の専決処分事項に

関する条例 (昭和47年 3月 天理市条例第25号)第 2号の規定により、専決処分す

る。

令和 2年 11月 2日

天理市長 並 河  健

1 示談の相手方

2 示談の条件

(1)相手方は、本市に対し、本件事故に係る損害賠償として、金899,800

円を相手方が加入する損害保険の保険会社から本市が指定する口座に支払

う。

(2)本市は、本件事故に関しては、前号に定める事項を除き、相手方及び

当該保険会社との間において、何ら権利義務関係のないことを確認する。

(3)本市は、今後本件事故に関しては、裁判上、裁判外を問わず、何ら異

議の申立て、請求及び訴えの提起等を行わない。

童
日分決専

記

処



専決第２０号 

専  決  処  分  書 

 

 令和２年10月９日午後４時頃天理市勾田町12番地２先の市道４号線上で発生 

した車両損傷事故に関し、被害者との間に下記損害賠償額により示談すること 

について、市長の専決処分事項に関する条例（昭和47年３月天理市条例第25号）

第２号及び第３号の規定により、専決処分する。 

令和２年11月18日 

天理市長 並 河  健  

 

記 

 

損害賠償額  ２８，２００円 


